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章――〈言葉〉として顕われる〈異国〉――
 
第一章
 
『源氏物語』異国関連用語考
――「から」 「もろこし」を中心に――
 
『源氏物語』の世界に異国との交流環境やその文化がいかに深く関わっているのか、そ
れは、例えば主人公の「光る君」という呼称が異国
高麗こま
の相人によって名づけられ、また
その将来が予見されたことからも窺い知ることができる。そしてまた、物語において異国の面影が極めて重要な意味を持つというのは、多くの場面で異国のことが語られることからも確認できる。例えば、 「みなこの御事をもほめたる筋にのみ、
大和やまと
のも
唐から
のも
作りつ
づけたり」 （ 「賢木」二・
143） 、 「
聖ひじり
の
帝みかど
の世に横さまの乱れ出で来ること、
唐土もろこし
にもはべ
りける。わが国にもさなむはべる
。 」 （ 「薄雲」二・
454）といったように、異国と日本を並
べて書くという表現方法 見出され が、こ
れは、異国と日本のことを取り揃えることに
よって、ひとつの空間を完成したものとして成立させる 、物語の世界観 あらわれではないだろうか。
 
豊富な用例を精査すると、 「もろこし」は外国として実在する場所、一方の「から」は
外国そのものではなく、日本に軸足を置いた、外国に対する抽象的で観念的なものとして理解できる。また、 「から（のうた） 」と「もろこし（のうた） 」は、従来、ともに漢詩をあらわすものとして捉えられてきたが、それらには大きな違いがある。すなわち 「から（のうた） 」は、作中人物によって（再）生産された漢詩、一方の「もろこし（のうた） 」は、物語の外側にある漢詩を指す ある。このように、物語の中で成立した漢詩 日本漢詩）
異国を表わす言葉の中でも、 『源氏物語』で
は、とくに「から」と「もろこし」が頻繁
に登場する。これら 、従来、ともに中国を指すとされ、その意味や用いられ方が明確に解明されてこなかった。第一章では、 「から」と「もろこし」 相違点やそれぞれの意味内容を分析し、さらに物語の中においてどのように機能しているのかを考察する。
 
このようなことを考え合わせると、従来の漢詩文受容の問題に止まらず、異国を示す言
葉自体についての定義、あ は、異国を表す言葉が物語の中で言葉 してかなり頻繁に挙げられること 意味や機能を、より積極的に読み解く必 あるのではな だろうか。
 
本論文では、 『源氏物語』において、異国がどのような言葉によって、どのように描か
れているのか、また そ 描かれ方は、物語においてど ような意味を持ち、い に機能していくのか、といっ 課題 つ 考察す
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『源氏物語』における異国
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物語は、先行する物語に影響されつつ、自らの新しい世界を構築していく。異国に関連
する言葉というのも、そうした先行物語との影響関係の中で再生産されたものである。とくに、 『うつほ物語』 『源氏物語』 『狭衣物語』には「
唐土もろこし
」 「
高麗こま
」の名が共通して見える
 
  
第三章
 
権威付けの装置としての「唐土」と「高麗」
  
第二章
 
「知らぬ国」考
――絵合における『うつほ物語』提出の意味――
 
「しる」という語には、 「統治する、治める
」という意味もあり、 「知らぬ国」は、 「見
知らぬ国、経験したことのない国」の意以外に、 「為政者の政治力の及ばない国」という意味も含まれていると思われる。それを考えると、絵合の場で俊蔭が流れ着いた国が「知らぬ国」と語 のは、俊蔭 辛苦の旅を描くだけではなく、宮廷社会と 隔たりを感じさせる空間とし 描く め ものと考えられる。そしてさらに、それは、俊蔭 旅地してだけではなく、後に披露される光源氏の「須磨 巻」をも見据えた表現として読み解くことが可能 いか。この絵合で 勝利が、政治家として返り咲いた光源氏にさらなる地位を齎すことを考える 、そうし 「知らぬ国」の重層的な空間表現として、 「宇津保の俊蔭」 が 「須磨の巻 の前座として披露され
た意味があったのではないかと思われる。
 
と物語の外側にある漢詩（中国漢詩）に対して異なる表現がなされていることを勘案すると、仮名文学における、中国という外国の文学に対する意識の如何も、さらに掘り下げていかなければならない極めて重要な問題と思われる。
 
第二章では、絵合で披露された物語の中で、とくに『うつほ物語』が「俊蔭は、はげし
き
浪風なみかぜ
におぼほれ、
知らぬ国
に放たれしかど、 なほさして行きける方の心ざしもかなひて、
つひに
他ひと
の
朝廷みかど
にもわが国にもありがたき
才ざえ
のほどを弘め、 名を残しける古き心」 （ 「絵合」
二・
380）と評されるところに注目する。 『うつほ物語』は、後に披露される光源氏の「須
磨の巻」 有機的に結び付いており、ま 光源氏の流謫地である須磨も「知 ぬ国」と表されていたからである。
 
『源氏物語』の絵合巻 は、光源氏が後見する斎宮の女御と権中納言の娘である弘徽殿
の女御方の間で催される絵合の様子が描かれる。 まず藤壺中宮の御前で開かれた絵合では、一番目には『竹取物語』対『うつほ物語』 、二番目には『伊勢物語』と『正三位物語』の対決が展開されていく だが、ここでは決着がつかず、その勝負は冷泉帝の御前 持ち越されることに る。 そして冷泉帝の前で行われた絵合では、 光源氏が須磨の地で制作した 「須磨の巻」が披露され 斎宮 女御方に圧倒的 勝利をもたらす。
 
   
――『うつほ物語』 『源氏物語』 『狭衣物語』を通して――
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こうした表現は、先行する物語の伝統を踏まえつつ、さらに当の物語自らの論理に符合
させた形であらわれたものであろう。例えば、 『うつほ物語』に「唐土」が突出した形であらわれるのは、俊蔭が「唐土」から秘琴を獲得したことと強く結びついていると考えられる。また『源氏物語』で「唐土」とともに「高麗」が重要な位置を占めるのは、主人公光源氏の運命を、 「高麗人」が予言していることと深く関わっている。そして、 『狭衣物語』では、ただ単に前代の物語から培 てきた「高麗、唐土 という権威に依存し、その権威を記号的図式的 用い こと 、その世界を構築していくのである。
 
 
まず、 『うつ物語』には、 「唐土」がもっとも突出した形であらわれ、その次には「高麗」
が登場する。 『源氏物語』には、 の二つの用例数がほぼ同じだが、さらに「高麗、唐土」、高麗」という併記表現が注目される。 して、 『狭衣物語』になると、二つの国が「高麗、唐土」と固定したものとなって、まるで定型句のように並べて られていくのである。
 
第四章
 
『河海抄』の「異朝」と「本朝」
――『源氏物語』の世界を読み解く――
 
『河海抄』は、四辻善成が将軍足利義詮に選進した『源氏物語』の注釈書で、前代の注
釈を集成し、さらに有職故実、語句 解釈、典拠、引き歌などを博捜する方法をとっている。こうした『河海抄』には、その以前の注釈書にはあまり見ら ない「異朝 「唐朝」 「漢朝」および、 「本朝」などのことばがよく用い れている。また、そのような言葉が多用されるだけではなく、 「異朝」 （ 「唐朝」 「漢朝」 ）の例と「本朝」 例を区別して書き分けるいう例が目立つ 例えば、 紫明 と同じ記事を引用しながらも、 『河海抄』になる 、「異朝」あ いは「本朝」の例であることを明記するという特徴が見られるのである。その他にも『河海抄』には、 「和漢蹤跡一同歟」 「此外和漢例多之」 「和漢先蹤不可勝計」のように、 「和」と「漢」を比較検討するような姿勢をうかがわせる表現も数多く見られ
 
が そこにはある種の表現の歴史が流れているように思わ る。
 
こうした 『河海抄』 の注釈方法は、 それが成立した南北朝時代の歴史的背景もあろうが、
まずは『源氏物語』に対する理解として考 べきであろう。実は、 『源氏物語』には 異国と日本の例を並べて語るという表現方法がきわめて特徴的だったのであ 。 第四章では、右に確認したような『河海抄』の注釈方法 ついて 『源氏物語 の世界を の空間において読み解いているものと捉えて る。
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第六章
 
大宰府と唐物
――末摘花とその叔母の「大弐の北の方」を中心に――
 
第五章
 
末摘花物語の表現構造
――「黒貂の皮衣」と「からころも」――
 
物語に登場する人物どうしはそれぞれ強い関係性によって結び付いており、そして各々
に付された呼称はその関係性を読み解くひとつの鍵となる。すると、叔母が「大弐の北の方」へと転じ ことの意味は、末摘花のあり
よう、そして「大弐」という官職の特性と緊
密に関わっていると考えられる。末摘花は実に様々な要素から異国のイメージが強い姫君であり、また「大弐」は異国との交流地で唐物を獲得できる唯一の官職であった。姪の末摘花に対して常に劣等意識を持ち、また末摘花の「御調度」を狙う「受領ども」の一人でもあった叔母が「大弐の北の方」となって筑紫へ下っていくことから、受領層の唐物への希求を読み解くことが可能であろう。末摘花が所蔵する は、受領層にとっては、宮家
末摘花は『源氏物語』の中においても随一といって良い程の異彩を放つ女君であるが、
その特異な造型を際立たせるものとして、 「
黒貂ふるき
の
皮衣かはぎぬ
」と「からころも」のことにしば
しば言及される。従来、この二つは「古代性」を表し、また「笑いの対象」としての末摘花を特徴づけるものとして理解されてきた。しかし、これらを引き合わせてみる 、そこには「異国から齎 た衣」という共通要素が秘められていることに気づかされる。しかも、彼女を囲繞する様々な要素には異国に関わるものが極め 多いのである。例えば、末摘花と呼ばれるこの女君だが、その「紅」色は本来「
呉藍くれのあい
」で、その名前からして「異国」
性が強い色であり、また中国伝来の
琴きん
を演奏し、さらには「秘色、唐土のやうのもの」「唐
櫛笥」などの唐物を多く所蔵 姫君でもあったのであ 。
 
蓬生巻には、末摘花の叔母「受領の北の方」
が新たに物語に登場してくる。叔母が「受
領の北 方」と呼ばれながら登場してい ことからも分かるように、この叔母は、末摘花「御調度」を虎視眈 っていた「受領ども」 一人として位置づけられている。この叔母は、 物語が進んでいく 「大弐の北の方 なって筑紫へ下っていく とにな が、「受領 北 方」から 大弐の北の方」へ 転じたことは 何を意味す だろうか。
 
従来、末摘花は、もっぱら「古代性」を持つ女君で「笑いの対象」として評価されてき
たが、 こうした彼女の周辺に配された様々な要素
から、 異国のイメージが極めて強い女性と
して位置づけられよう
 
  
 
第Ⅱ部
 
『源氏物語』の作中人物と異国
 
――末摘花・玉鬘――
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  玉鬘十帖では、この世に稀な六条院の栄華が描かれ、その雅な世界を表象すべく、物語
論や和琴論などの文化論が展開される。その玉鬘十帖の女主人公とされる玉鬘は、物語論や和琴論の聞き役として設定されているが、 光源氏は、 彼 を相手に文化論を述べながら、「
他ひと
の
朝廷みかど
のさへ、作りやうかはる、同じ大和の国のことなれば、昔今のに変るべし、 」
（ 蛍」三・
212） 、 「あづまとぞ名も立ち下りたるやうなれど、御前の御遊びにも、まづ書
司を召すは、
他ひと
の
国くに
は知らず、ここにはこれを物の親としたるにこそあめれ」 （ 「常夏」三・
231）といったように、異国のことを引き合いに出すことが多い。従来、こうした光源氏の
言葉は、漢学を身につけている男性貴族であるがゆえに発せられたも として理解されてきた。しかしながら、会話というも が、その相手次第で話題が限定されたり、またその語り方にも変化が生じたりすることを考え合
わせると、光源氏が異国を引き合いに出すと
いうのも、やはり玉鬘という女君のありように関わらせて解すべきではないだろうか。玉鬘は当時異国との交流がもっとも盛んで った筑紫に育ち、物語の中 も「筑紫人」と語り続けられていた。 「筑紫人」玉鬘であったからこそ、光源氏に異国のことを引き合いに出させたので ないだろうか
 
第八
章
 
「玉鬘十帖」における「隠ろへごと」の再生産
  
――末摘花巻との対応関係から――
 
 
夕顔の遺児玉鬘については、玉鬘巻で「年月隔たりぬれど、飽かざりし夕顔をつゆ忘れ
たまはず」 （三・
87）と書き起こされるが、これは、末摘花巻の冒頭「思へどもなほあか
ざり夕顔のつゆに後れし心地を、年月経れど思し忘れず」 （一・
265）に酷似している。六
条院に迎えられた後、光源氏をはじめとして多くの男性の胸をときめかせる玉鬘が、どうして『源氏物語』 女君の中でももっとも異彩を放つ末摘花と近似した表現をもって、語り起こされなければならない か。それ 、これから始まろうとする玉鬘の物語が、 夕顔のつゆのゆかり」でありつつも、直接に夕顔に繋がるのではなく、末摘花 物語を経由することを示唆するのではないだろうか。
 
考えてみると、末摘花と玉鬘は、この冒頭表現の類似だけで なく、筑紫に深い縁を持
つなど、物語 見えないところ 緊密に繋がっていた。そして こ 二人の関連は、末摘花に失望している光源氏を見 頭中将が「隠いたまふこと多かり」 （ 「末摘花」一・
285）と、
投げかける言葉に象徴的に表れている。実は、こ 時 光源氏は頭中将に対 、末摘花 第七章
 
玉鬘と筑紫
――物語論・和琴論をめぐって――
 
高貴性を象徴するものに他ならなかったのであ 。
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第十章
 
光源氏の「学問」と「才」
――異国という権威――
 
第九章
 
『源氏物語』の「本」
――〈書かれた物語〉とその主人公――
 
は勿論のこと、夕顔、そして撫子（後の玉鬘）のことを隠し通していたのである。つまり、この三人の女性は 光源氏の頭中将に対する「隠ろへごと」の系譜に連なる女君に他ならなかった。玉鬘巻と末摘花巻の冒 表現の類似は、そうした光源氏の「隠ろへごと」の系譜を示唆するものであったといえよう。このように、末摘花と玉鬘は、表面的には筑紫という共通点で結合されながら、さらに物語の深い部分で関わってい のである。
 
「本」は、現代語において書物を意味することが自明であるため、従来あまり分析の対
象にならなかった。しかし、古代語の「本」では、現代語のブックとは違って、 〈モトとなるもの〉 〈のっとるべき規範〉という意味が 来的にある。故に、 『うつほ物語』や『源氏物語』において、 「本」を書くことは、仲忠や光源氏のみに限られた行為 して描かれている。また、彼らは「本」を総括する立場にあり得た。さらに、光源氏 晩年に新しい風を吹き込んだ玉鬘と、光源氏亡き後、物語の世界の中心人物の一人薫は、それぞ 「本」すべき女と男と られる。
 
光源氏は、高麗人との漢詩の応酬を通してその「学問」や「才」の卓抜性が強調される
ものの、一方では、その高麗人の予言によって臣籍に降され、ついに帝位に即くことができなかった。ところで 光源氏は、夕霧の大学入学を機 本当は「才」が欠乏していたことが解き明かされる。実 高麗人とのやりとりを伝え聞いた桐壺帝は、 「世の疑ひ」を回
こうしてみると、物語は「本」という言葉に
極めて意識的で、またその執筆や所有につ
いては、いわゆる主人公（格）に限定されていることが分かる。それは、書かれた書物に対する物語の信頼を示唆するものであろう。つまり 主人公に対して規範となるべき「本」を書かせ、また「本」 集中させ掌握させること、そこに、 『源氏物語』自身 〈書かれた物語〉 、つまり書物としての意識や自負が読み取 れるのである。
 
『源氏物語』は、 〈書かれた物語〉 、つまり書物としての自身に対す 意識が極めて強
のだが、とくに 異国 書物や、その「学問」は、光源氏および夕霧 関わる場面 限定して描かれる。
 
      
第Ⅲ部
 
『源氏物語』の書物と異国
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避すべく、光源氏を臣籍に下すとともに、 「学問」に邁進することを禁じていたのである。
 
光源氏は、幼年期・青年期にはその「学問」 「才」の卓越性ゆえに反逆を疑われていた
が、六条院という私的な空間において栄華を極めた後に、 「学問」 「才」が欠如していたことが解き明かされる。この期に及んでその欠乏が語られるのは、光源氏が帝位に即かなかったことに対しての、ある種 理由づけとし 考えられる。また後に出生の秘密を知るところとなった冷泉帝は、 「学問」をし、光源氏と藤壺の密通のような例を「唐土」の「ふみ」から発見する。この冷泉帝 「学問」は、光源氏 藤壺との密通は勿論 こと、光源氏の栄達を正当化 ものであろう。
 
こうしたことから、異国の書物やその学習のありようが、 〈光源氏の物語〉の中でいか
に深い部分で多面的に機能しているかということが窺える。
 
 終
 
章
 
 
本論文では、歴史や漢詩文受容の問題とは別に、物語の中に〈言葉〉としてあらわれる
〈異国〉の諸相を追うことによって、新た 浮上 く 物語 課題を検討してきた。こには、多様な〈異国〉の名があり、そしてその多様な〈異国〉 きには作中人物を照射し、ときには作中人物と作中人物を関連づけ、またときには作中人物の栄達を裏打ちする権威として存在し、働きかけていた。
 
従来、 『源氏物語』の〈異国〉というと、中国漢詩文 受容をいか 捉えるかという観
点が主流であったが 本論文で考察してきた〈異国〉のあり方は、決して従来の研究と矛盾するものではない。それ 〈異国〉のあらわれ方 追うことが 物語の読解に繋がるだけではなく、 『源氏物語』の世界観、ひいては、仮 文学における漢文学に対する意識を辿ることにも通ずると考え からである。つまり、物語の中 見え隠れす 〈異国〉の描かれ方、語られ方を追究することによって、物語の中 の漢詩文 対する多様な理解も見えてくると思うの ある。
 
